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第１０４回アブダクション研究会の開催について、下記の通りご案内を申し上げます。  

 
（１）第１０３回アブダクション研究会のご報告をします。  

     

■２０1５・７・２５（土）に開催致しました、前回の第１０３回アブダクション研究会     

では、『人間は環境の厳しい変化に柔軟に適応する能力をいかに発展させるか』という

テーマの下に、アブダクション研究会   世話人   福永   征夫   が長年にわたる研究テー

マについて詳細なお話を申し上げました。  

     

■なお、これは、当初からの発表予定者に止むを得ない事情が生じて、予定通りの発表が困難  

になったため、以前から皆様にお知らせしていた予定を急遽変更したものであります。  

  

■当日に出席された皆様に心より感謝しお礼を申し上げます。  

  

■当日にわたくしが発表をいたしました内容は、全文の詳細を、この案内状の最後部に掲載し

ていますので、皆様には、じっくりと、繰り返して、丁寧にお読み取りをいただければ幸甚に

存じます。  
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［１］わたくしは、１９８４年に『人間は環境の厳しい変化に柔軟に適応する能力をいか

に発展させるか』というテーマを長期テーマとして確定し、６年間の研鑽、探究と構想の期

間を経た後、     

１９９０年から、２５年間にわたって、主として日本認知科学会で継続的に発表をしてまいり

ました。  

  

  

［２］１９８４年の当時は、われわれを取り巻く政治・経済・社会の環境が、現在につながる

情報化と国際化、それに高度技術化に向かって、大きく波打ち始めた、変化と変動の時代の幕

開けでもあって、足元と先行きがまことに不透明な時代だったのです。  

     

   同時にまた、地球環境問題、資源・エネルギーの枯渇、内外の争いや紛争の激化など、今日

の地球規模の難題の萌芽が出現し始めた時代でもありました。  

  

  

［３］テーマを決めてから後、わたくしは、虎ノ門で、C&C（コンピュータ&コミュニケー

ション）のコンセプトを掲げておられたＮＥCの小林社長の講演を聴くことができました。  

     

   そして、『世界やわれわれの周りの環境が、大波が荒れ狂う大海にも似た状況にある今日、

航行する船がこれに即応するには、その船自体が大きく揺らぐことのできる柔軟で頑丈なもの

でなくてはならない。』という趣意のお話を聴きました。  

  

   わたくしは、大いに感銘を受けるとともに、そのイメージを、テーマを構想し展開して行く

ためのメタファーとして活かして行くことにしました。  

  

  

［４］『人間は環境の厳しい変化に柔軟に適応する能力をいかに発展させるか』という

テーマを長期テーマとしましたのは、  

これが、時代と場所と立場を超えて、社会の中で常に追究される普遍的なテーマであると考え

たからです。  

   そして、それに対して、解決への一定の方向性を与えることは、極めて重要な仕事であると

思いました。  

  

  

［５］また、次のように、時代が直面している急迫的なニーズに対して、ある本質的な方向づ

けが試みられなければならないと考えたからです。  
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（イ）地球環境問題、資源・エネルギーの枯渇、災害や事故の巨大化、貧富の差の拡大、難病

の発生、内外の対立と争いの激化など、２１世紀に向かって生きるわれわれが直面する地球規

模の難題群に主体的かつ能動的に対処するためには、人間の営みのパラダイムを自然の系とよ

りよく適合するものに転換して行かなければならない。  

  

（ロ）自然の系と適合するための条件は、人間の認知と思考や行動に、部分／全体、深さ／拡

がり、斥け合う／引き合う、競争／協調、という一見矛盾し二項対立する相補的な

(complementary)ベクトルの間に融合という臨界性（criticality）を実現していくことであろ

う。  

  

（ハ）この条件が満たされなければ、人間が自然の系の動的かつ循環的な性質を理解すること

はできないばかりではなく、変化し変動する自然や生存環境の中にあって、永続的な進化と生

存を続けることはできないことになるかも知れないものと考えられる。  

  

  

［６］人間の能力の開発や発展のテーマを取り扱う知識の分野に大きなブレイク・スルーが生

まれにくい原因の一つは、脳の情報処理の研究が進んでいる方向性の現状にも由来します。  

     

   すなわち、神経生理学やニューラル・ネットの研究が進んではいますが、  

人間の脳が果たしている相補的で多重的な情報処理をエミュレートして、われわれの目線に合

ったマクロなレベルで論理的に説明することのできるモデルや理論の構築がなされてこなか

った点にあるものと考えられます。  

     

   その根底には、自然や社会の系の中で、二つの事物や事象の相互作用という現象が、どのよ

うにして成立するのかという点について、われわれの時代に至るまで、学術がこれを突き詰め

て考えてこなかったのではないか、という大きな基本問題が存在しています。  

  

  

［７］わたくしは、この点の隘路を切り拓くために、今日までに、相互に密接に連関する三つ

のモデルを構築して提出をしてまいりました。  

  

①	
 自然や社会の系の相補的な相互作用の一般モデルとしての『ラティスの構造モデル』  

  

②人間の脳が果たす「知」「情」「意」の相補的で多重的な情報処理の動態を表わす『３軸認

知場のモデル』  

  

③上の二つのモデルを論理的な前提とする、多元的・多面的で包括的な『プロセスの知が臨界

的な知識と行動を組織化するモデル』  
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［８］人間は、情報処理の基盤として、起（start）・承（continue）・転（change）・結

（finish）という四つのステップから成る、“プロセスの知”を具えているものと考えられま

す。そして、この“プロセスの知”が主導して形成される、経験と学習のストーリーが、人間

の認知と、思考や行動のパターンの形成をもたらしているものと考えられます。  

     

   この重要な点に気づいて、これを重視し、目線に合ったレベルで、新たな知見を切り拓いて

行くことが必要不可欠で、有意義な実りをもたらすかも知れません。  

  

［９］今後、“プロセスの知”の枠組みの中で、次に掲げるような、人間の認知と、思考や行

動に関する本質的で不可欠な表現を、どのようなパターンで表象するかを考えて行くことが重

要な課題になります。  

  

①演繹推論の命題の表現、帰納推論の命題の表現  

  

②比較の表現、類推の表現  

  

③相関の表現、因果の表現  

  

④日常的な言語の表現  

  

  

［１０］１９８４年当時のＮＥCの小林社長のお話から得たメタファーに関連づけて、わたく

しが提出したモデルから導出される帰結を申し上げると、次のようになります。  

     

   環境の厳しい変化に適応することのできる、フレキシブルでロバストな能力を発展させるた

めには、環境の多様な変化を直視し、これに直面しながら、人間の営みの全方位にわたり、経

験と学習を積み重ねて、「多元性・多面性（多様性）／包括性（一様性）」という一見矛盾し

二項対立する相補的なベクトルの間に、高次の知識と行動を創出して、融合という臨界性

（criticality）を実現し続けて行かなければならない。  

     

   そのためには、いかに困難な問題であっても、その本質的な原因を、システムの部分域と全

体域の不整合の中に見出し、しっかりと設定したテーマを基礎にして、『プロセスの知が臨界

的な知識と行動を組織化するモデル』の枠組みに立脚して、相補的なベクトルの間に、高次の

知識と行動を創出する営みを継続的に積み上げていくことが重要だと考えられます。  
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■ところで、話題が変わりますが、わたくしは最近、著しい高齢化と少子化の中で、高齢者と

若年者が抱える、ある面の課題について、身じかに痛感する機会を経験いたしました。  

  

■２０１５年７月の中旬に、会員の皆様に配信しましたエッセイを、下記に再録しますので、  

ご高覧ください。  

  

                 

                  環境が人間の能力を発展させたり、錆びつかせたりする  

  

  

◇わたくしには、現在の高齢化と環境問題の趨勢がピークアウトするとされている、２０５０

年に向かって進んでいるこの時期に、どうしても方向づけておかなければいけないコンセプト

があるように思われます。  

  

  

◇それは、①人との会話を不得手にし好まない若年者が増えていることに歯止めをすることと、

②高齢者の概念を熟達者の概念に転換して、人は生活習慣を刷新すればいつまでも伸び続ける

のだという社会の通念と確信を築くことです。  

  

  

◇ある都内の公共施設の会議室をお借りして、アブダクション研究会を開催したのですが、講

演者の説明資料を投射するプロジェクターが機能しないという失敗をしました。  

  

  

◇以前のＮＥC会館では専門の人にやってもらっていましたし、学会の発表でもスタッフがや

ってくれますので、わたくし自身がプロジェクターの扱いを知らなくてもよかったのです。  

  

  

◇新しい会場ではその条件がなくなっていたのです。  

ピンチに遭遇して、わたくしは現場で方法の限りをつくしたのですが、かなわなかったのです。  

  

  

◇その翌日から、調査を始めました。  

映らなかった機械Ａ（品番を記録しておきました）、機械B（品番を記録しておきました）、

ともにエプソン製でしたのでメーカーサイドに確かめました。  
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福永：プロジェクターのコネクターは、マイナスピン（メスピン）。  

PCのコネクターもマイナスピン（メスピン）。  

両方をつなぐには、プラスピン（オスピン）とプラスピン（オスピン）を両端にもつケーブル

が必要なのですが、機械Ａにも機械Bにもついていないのは、どういうわけなのですか。  

会場の担当の方に重ねて聞いても、そのようなケーブルはありませんという返事だったのです。  

  

  

メーカーサイド：機械Ａには付属品としてついていたはずです。  

機械Bではユーザーが用意する必要があります。  

福永：機械Bには、PCのＵＳＢから、プロジェクターのＵＳＢ端子に接続するコードがあっ

たものですから、それに接続の機能があるものと推定して、いろいろやってみたのです。  

ところが、全く結果がでなかったのです。  

メーカーサイド：機械BのＵＦＢ経路を利用するには、ＰＣ側にソフトのインストールが必要

です。  

  

  

◇われわれは、以上のようなボトルネックによって、失敗すべくして失敗したのだということ

が判明したのでした。  

会場の施設側にも配慮の不足があったのですが、いまさら言っても、覆水は盆には返りません。  

わたしくに事前の知識なり取り扱いの経験さえあれば、近所の電気屋さんから、プラスピン（オ

スピン）とプラスピン（オスピン）を両端にもつケーブルを緊急調達することもできたし、Ｕ

ＳＢ経路を利用することもできたのです。  

  

  

◇ところで、都内にある、次のアブダクション研究会の会場を事前にチェックしたところ、プ

ロジェクターの借用料がかなり高額なのです。  

より低額品の借用の交渉をしましたが、自己防衛も必要と考えて、携帯用の自前のプロジェク

ターをネットで購入しました。  

そして、くだんのプラスピン（オスピン）とプラスピン（オスピン）を両端にもつ５mケーブ

ルを手に入れるため、辺鄙な立地のＡ電気という量販店に雨の中をタクシーで往復しました。  

  

  

◇この量販店のＡ電気に関連して、わたくしが見聞きしたことは、またもや驚きの経験でした。  

スタッフの人は、物品の場所まで案内してくれるのですが、ほとんど会話の機会を与えようと

しないかのような無口な接客様式なのです。  

帰りのタクシーの運転者が物知りの人でしたので、聞きましたら、最近の若い人には、初めて

の人と丁寧な言葉でやりとりするのを好まない、もっと言えば、嫌がり、忌避する傾向が増え

ているので、  
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量販店のＡ電気は、それに合わせた接客様式をベースにしているようだという話をしてくれま

した。  

  

  

◇わたしがネットで取得した携帯用プロジェクターを試して見たのですが、やはりパワーが不

足していて、大きな会議室での利用には向かないことも、経験をして見て、やっと分かったこ

となのでした。  

  

  

◇いかにして、熟達者が新しいことを経験しながら社会生活をするように、自分を仕向けてい

くことができるのか。  

  

  

◇若年者が、他者とのコミュニケーションの習慣を充実させるように、いかにして、自分を仕

向けていくことができるか。  

  

  

◇必要は発明の母とはよく言ったもので、環境が人間の能力を固定化したり、発展もさせるの

です。  

わたくしには、２０５０年に向かって進んでいるこの時期に、熟達者と若年者の社会的な活性

化策は、どうしても方向づけておかなければいけないことだと思われます。  

  

                                                                                                            以         上  

  

  

  

  

（２）アブダクション研究会は本年１２月に創設２０周年を迎えます。  

  

	
 今年は歩んできた道を踏みしめ、次なる３０周年に向けて、新たなステージの夢と

展望を描いて共有し、気持ちも新たに有意義なスタートを切ってまいりたいと存じて

います。  

  

  

（３）各界、各分野の皆様の積極的なご参加をお願いします。  

  

既存の領域的な知識をベースにして、新たな領域的な知識を探索し、それらを広域

的な知識に組み換えて、より高次の領域的な知識を仮説形成的に創造することを目標
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に、アブダクション研究の飛躍を期してまいりますので、各界、各分野、各層の皆様

の積極的なご参加をお願いします。  

  

  

（４）	
 アブダクション研究会は、知識の広域化と高次化を目指し進化を続けてまいり

ます。  

  

1996 年に設立されたアブダクション研究会は、地球規模の難題に真正面から対処

するために、知識の広域化と高次化を目指し、いつまでも、真摯に、勇気を持って、

粘り強く、積極的に、可能性を追求し、多様な探究を積み重ねて、一歩一歩進化を続

けてまいります。  

  

  

（５）	
 発表をしてみたいテーマのご希望があれば、世話人宛に,積極的にお申し出下さ

い。  

	
 

皆様には、今後に、ぜひとも発表をしてみたいテーマのご希望があれば、世話人宛

に積極的にお申し出をいただきたく、お願いを申し上げます。お申し出は、通年的に

いつでも、お受け入れをいたします。上記の方向に沿うものなら、いかなる領域に属

するいかなるテーマであっても、将来の可能性として、誠意を持って相談をさせてい

ただき、実現に向けて調整を果たす所存であります。  

  

  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
             記  

  

  

◇   日   時：	
    201５年９月２６日（土）        １３：００～１７：００（本  会）	
   

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １７：１５～１９：１５（懇親会）  

  

◇	
 場   所：   ３３３１  Arts     Chiyoda      地階・会議室  

〒１０１−００２１   東京都千代田区外神田６丁目１１−１４（旧・練成中学校内）  

TEL   ０３−６８０３−２４４１（代表）  

東京メトロ・銀座線   末広町下車④出口   徒歩１０分   練成公園隣の旧・練成中学校内

です。  

＊	
 当日の連絡先（福永征夫・携帯電話）080-3515-9184  
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◇	
 テーマ：  
  

輪読研究：  

  

『《思考の飛躍ーアインシュタインの頭脳ー》に学ぶ   』  
  

                            
      教科書   ：   吉田伸夫著「思考の飛躍」（２０１０・新潮社）  

      参考書   ：   広瀬立成著「相対性理論の一世紀」（２０１４・講談社学術文庫）  

  

     

                           —―—―解説発表の分担（敬称略）—―—―  

                       

                  発表者は、A４・５枚程度の要約を出席者に配布してください。  
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                              要約文の文字の大きさは問いません。 

     

  

            （１）はじめに＋第１章〈動くことと動かないことー特殊相対論〉  

                                    担当   福永   征夫  

  

  

            （２）第２章〈四次元幾何学の饗宴   ・・・   一般相対論〉  

                                    担当   安平   哲太郎     

  

  

            （３）第3章〈熱の背後に原子を見るーブラウン運動〉  

                                    担当   八尾   徹     

  

  

            （４）第４章〈光の統計力学を求めてー量子論〉  

                                    担当   大河原   敏男     

  

  

            （５）第５章〈終わりなき論争ー量子力学批判〉＋終章〈見果てぬ夢ー統一場の理論〉  

                                    担当   福永   征夫  

  

     

  

                          —―—―発表の要領—―—―  

           

              ■解説発表25分；質問10分；計35分です。時間を厳守してください。  

                 

                    
         ■アブダクション研究会は、さらに新たな知識の領域に漕ぎ出します。  

               会員の皆様には、積極的なご参加をお願いします。  

  

    

                    
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
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◇プログラム：     

  

（１）解説発表[  PART－1  ]   担当：福永・安平            13：00～14：10                                                                             

                     ＜小休止＞                     14：１0～14：１5     

（２）解説発表[  PART－２]   担当：八尾・大河原・福永 14：15～16：00     

                     ＜小休止＞                     16：00～16：10  

（３）総合的な質疑応答：                                             16：10～16：55  

（４）諸連絡：                                                            16：55～17：00  

（５）懇親会：＜皆様の積極的なご参加を期待しています＞            17：15～19：15  

  

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

  

                                   

                           ◇皆様にお願いします◇  

         【第１０４回  アブダクション研究会の出欠連絡について】  

  

●９／２１（月）までに、下記の要領で、必ず、ご返信ください。  
  

●研究会、懇親会とも、必ず、下記により、ご連絡ください。  
新会場のため、研究会、懇親会とも、より綿密な準備が必要なことを、何卒、ご理解くださ

い。  
  

●	
 研究会会場では、飲み物のサービスがありません。  
各自で、ペット・ボトルや水筒を持参してください。  

  

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

  

         第１０４回  アブダクション研究会（９／２６）の出欠連絡  

  

●９／２１（月）までに、必ず、ご返信ください。  
  

●研究会、懇親会とも、必ず、下記により、ご連絡ください。  
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新会場のため、研究会、懇親会とも、より綿密な準備が必要なことを、何卒、ご理解くださ

い。  
  

  

FA  X：         04２-356-3810  
E-mail：   chaino@cf6.so-net.ne.jp     岩下   幸功   行  

  

                                                         出   席                                                出   席  

●９／２６（土）の研究会に、   未定ですが調整  します。●懇親会に、   未定ですが調整   します。  

                                                      欠   席                                                欠   席  

        

  

ご署名＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

  

  

■次々回 2015 年１１月度の第１０５回アブダクション研究会は、  

2015 年１１月２１日（土）または１１月２８日（土）に開催する方向で、現在、発

表者との調整、ならびに、会場の確保に当たろうとしています。  

１０月の第１週には、決定して、ご連絡を申し上げますので、ご理解ください。  

  

■2015年１１月度の発表者とテーマは、次の通りです。  

  

発表者：村山   紘士   氏（東北大学・農学部・資源環境経済学専攻）  

  

テーマ：『エコロジー経済学・環境経済学の学術動向を概観する  』（仮題）  

     

  

**********************************************************************************  

  

  

＜定例アンケート調査＞  

 
  

もしご協力がいただければ、という趣旨であり、必須ではありません。  

皆様のメッセージ集として他の会員にも伝達しますので、情報の交流に積極的に参画下さい。  

  

(1)  今、アブダクションの研究・実践と関連のある事項で特に興味をもって取り組んでおられること。  

(2)  研究会の議論の場を通して INTERSECTIONAL なアイデアや知見の INCUBATION が進んでおり、例会で発表したい

と思っておられること。  

(3)  これまで（第１回～第１０３回）の研究発表やなされた議論（「議事録」を参照下さい）に関して、さらに改めて質疑

や意見を表明したいと考えておられること  

(4)  アブダクションの観点から、注目すべき人・研究グループ・著書（古今東西不問）。  
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(5)  細分化された「知」の再構築を図るという視点から、注目すべき人・研究グループ・著書（古今東西不問）。  

(6)  貴方ご自身がお考えになられている「知」の定義とは？  

(7)  その他のご意見、ご要望、連絡事項など。  

特に他学会・研究会での発表内容や発表論文等についても是非お知らせ下さい。  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．  

	
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

	
 

   『人間は環境の厳しい変化に  

            柔軟に対応する能力をいかに発展させるか』  

                                   

                              アブダクション研究会世話人  

                                                福   永   征   夫     

  

                                       【アブストラクト】                                                                                   

（１）地球環境問題、資源・エネルギーの枯渇、災害や事故の巨大化、貧富の差の拡大、難病の発生、

内外の対立と争いの激化など、２１世紀に生きるわれわれが直面する地球規模の難題群に主体的かつ

能動的に対処するためには、人間の営みのパラダイムを自然の系とよりよく適合するものに転換して

行かなければならない。                                                        

（２）自然の系と適合するための条件は、人間の認知と思考や行動に、部分／全体、深さ／拡がり、

斥け合う／引き合う、競争／協調、という一見矛盾し二項対立する相補的(complementary)なベクト

ルの間に融合という臨界性（criticality）を実現していくことであろう。  
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（３）この条件が満たされなければ、人間が自然の系の動的かつ循環的な性質を理解することはでき

ないばかりではなく、変化し変動する自然や生存環境の中にあって、永続的な進化と生存を続けるこ

とはできないことになるかも知れないものと考えられる。  

（４）この講演では、自然の系としての人間の脳が果たす情報処理の相補的で多重的な相互作用のモ

デルとして、『ラティスの構造モデル』、並びに、「知」「情」「意」の系を表わす「３軸認知場の

モデル」について考察し、それらを論理的な前提にして構築された、多元的・多面的で包括的な「プ

ロセスの知が臨界的な知識と行動を組織化するモデル」を提出し、説明することにする。  

                                                                                         

１．自然や社会の系には、それを動かす相補的な相互作用が働いている  

     

【１】 
■自然や社会の系では、（１）安定度を増大させる方向性、すなわち、内部エネルギーを減少させる

方向性、（２）自由度を増大させる方向性、すなわち、エントロピーを増加させる方向性、という相

補的なベクトルが相互に作用し、循環し、臨界性で融合して、システムの恒常性や定常性を実現し維

持しているものと考えられる。  

  

     

２．『ラティスの構造モデル』は、自然や社会の系の相補的な相互作用を

表現する  

     

【２】  

■Ｘ,  Ｙ,  ＸandＹ,  ＸorＹ,から成る数学的なラティスは静態的な論理概念である。  

『ラティスの構造モデル』は自然や社会の系の“引き合う”作用をラティスのＸandＹに見立てて（Ｘ

andＹ）と表わし、“斥け合う”作用をラティスのＸorＹに見立てて（ＸorＹ）と表わして、脳を含

む自然や社会の系の相補的な相互作用一般を四本の計算式で表現する構成的な動態モデルである。  

  

【３】  

■そして『ラティスの構造モデル』は上記の（１）安定度を増大させる方向性、すなわち、内部エネ

ルギーを減少させる方向性、を（ＸorＹ）で表わし、（２）自由度を増大させる方向性、すなわち、

エントロピーを増加させる方向性、を（ＸandＹ）で表わす。  

  

３．「（ＸorＹ）／（ＸandＹ）」が表わす相補的な相互作用の視座は、人間の情
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報処理の基幹的な枠組みを示す  

  

【４】  

■われわれの認知と思考や行動には、次に掲げるように、種々の相補的な相互作用の視座が存在して

いる。  

  

【５】  

■「（ＸorＹ）／（ＸandＹ）」が表わす相補的な相互作用の視座は、保存の方向に働くベクトルとし

ての（ＸorＹ）と変革の方向に働くベクトルとしての（ＸandＹ）から成る。  

  

  

【６】  

■そして、この相補的な相互作用の視座は、人間の認知と思考や行動のための情報処理の基幹的な枠

組みを示すものである。     

  

【７】  

■これらの視座の枠組みは、人間の情報処理において、意識的または無意識的な制御によってフォー

カスされ、共役し、多元的・多面的に、かつ包括的に働く。     

  

①「部分＜部分域＞（ＸorＹ）／全体＜全体域＞（ＸandＹ）」  

②「部分を貫く（ＸorＹ）／部分を連ねる（ＸandＹ）」  

③「分離（ＸorＹ）／結合（ＸandＹ）」  

④「必然＜論理＞（ＸorＹ）／偶然＜蓋然＞（ＸandＹ）」  

⑤「分析（ＸorＹ）／構成（ＸandＹ）」  

⑥「演繹（ＸorＹ）／帰納（ＸandＹ）」  

⑦「深さ＜深化＞（ＸorＹ）／拡がり＜拡張＞（ＸandＹ）」  

⑧「守成（ＸorＹ）／創成（ＸandＹ）」  

⑨「自律（ＸorＹ）／他律（ＸandＹ）」  

⑩「競争＜裏切り＞（ＸorＹ）／協調＜協力＞（ＸandＹ）」  

⑪「多元性・多面性（ＸorＹ）／包括性（ＸandＹ）」  

⑫「不安定性（ＸorＹ）／安定性（ＸandＹ）」  

⑬「非平衡性（ＸorＹ）／平衡性（ＸandＹ）」  

⑭「一様性（ＸorＹ）／多様性（ＸandＹ）」  

⑮「個別化（ＸorＹ）／標準化（ＸandＹ）」  

⑯「微視化（ＸorＹ）／粗視化（ＸandＹ）」  

     

【８】  

■２１世紀に生きるわれわれが直面する地球規模の多元的・多面的な難題群に対して、われわれが多
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元的・多面的かつ包括的に対処するためには、「（ＸorＹ）／（ＸandＹ）」が表わす相補的な相互作用

の視座に基づいて、脳の情報処理のプロセスの本質を考え、人間のサステナブルな認知と思考や行動

のプロセスの本質を考えることが重要である。  

  

４．人間は、過去を想起し、未来を想像し予期して、＜今＞＜ここ＞に対

処している  

  

【９】  

■人間は、事実を取り扱う「知」の系、価値を取り扱う「情」の系、目的を取り扱う「意」の系とい

う三つのシステムから多重的に構成される脳という超システムを具えている。  

  

【１０】  

■脳は＜今＞＜ここ＞において発生する、時間の情報と空間の情報を、「３軸認知場」という時間と

空間から成る自らの情報の場に連続的なストーリー線として記憶し、蓄積し、活用し続ける。  

  

【１１】  

■各々の系では、＜今＞＜ここ＞における新たな情報を過去の情報の場にフィード・バックして既存

の情報との類似（共通）性と差異（領域）性を調べ上げ、未来の情報の場に、あり得る可能性をフィ

ード・フォワードして、迫り来る未来における環境の変化と変動を想像し予期しながら、＜今＞＜こ

こ＞において現実化する環境の変化と変動に対処している。  

  

【１２】  

■人間の脳は、リスクの不安を減らし、チャンスの希望を増やすことを通じて、個体や集団の生存と

進化を果たすために、「知」「情」「意」の多重的な情報システムが相補的で多重的な相互作用を実現

し、互いを促進し互いを抑制して制御し合う、多重的な超システムとして作動している。  

  

５.「部分域」と「全体域」の相補性の視座から人間の情報処理を考える  

  

【１３】  

■人間が自然や生存環境の厳しい変化や変動に対処して生存と進化を遂げて行くための基本的な条件

は、部分域の最適化と全体域の最適化を融合して、自然や生存環境の淘汰圧に中立的で自己完結的な

認知と思考や行動を効果的かつ効率的に維持し発展させて行くことにあるだろう。  

  

【１４】  

■それは，特定の「領域的な知識」に基づく＜自己や人間＞という部分域の最適化と，他の「領域的

な知識」を取り込んだ「広域的な知識」に基づく＜他者や自然の生態系を含めた＞全体域の最適化を、
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矛盾なく融合する認知と思考や行動を、営みの全方位において、効果的かつ効率的に維持し発展させ

ることである。  

  

６．「演繹＝論理」と「帰納＝蓋然」の相補性の視座から人間の情報処理

を考える  

  

【１５】  

■人間は複雑に変化し変動する自然の系を的確に理解することができないので、部分に分節して、  

より簡易な系として捉えざるを得ない。  

  

【１６】  

■そこで、部分の系を対象に既存の特定の「領域的な知識（vertical-domain   knowledge）」Ａを

適用し、分析論的立場から、対象を論理的に掘り下げて捉える。  

これが演繹という知識を貫く過程である。  

  

【１７】  

■しかし、系の他の部分を含めた系の全体を捉えるとなると、対象の性質が知識Ａの限界を超えるこ

とになって、知識Ａからは、対象を説明できる正しい帰結を導けないことが多い。  

  

【１８】  

■知識Ａの限界で生じた説明のつかない帰結Ｘを理解するには、視座を相補的に転換して、構成論的

立場から、蓋然的に知識の幅を拡げなければならない。  

  

【１９】  

■仲介する領域的な知識または暗黙的な知識Ｂを仲立ちにして、帰結Ｘを説明できそうな、新たな領

域的な知識Ｃを探索し、ＡとＢとＣを、「広域的な知識（horizontal-domain  knowledge）」に組み

換えなければならない。  

  

【２０】  

■これが帰納という知識を連ねる過程である。  

  

【２１】  

■このとき，Ａ⇒Ｂ⇒ＣおよびＣ⇒Ｂ⇒Ａの２方向の広域的な知識が形成される。その両方が相互に

還流され、方向の違いによって変らない、「より普遍的な高次元の領域的な知識（high-dimensional  

general  knowledge）」Ｄが創造される蓋然性がある。  

  

【２２】  
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■これがアブダクション（abduction）という知識の融合の過程である。この知識Ｄによって、系の

部分と系の全体を、矛盾なく融合させて捉えることができる。  

  

【２３】  

■すなわち、われわれは、新たに形成された高次元の領域的な知識Ｄを適用し、分析論的立場から、

対象を論理的に掘り下げて捉えることができるようになる。  

  

【２４】  

■そして、われわれは、更に、自然のより複雑な系を捉えるために、この高次元の領域的な知識Ｄに

基づいて、次なる貫く過程と連ねる過程を循環させ、変化する自然の環境の中で生存し進化するのに

必要な、より多元的・多面的で包括的な知識（plural，many-sided  and  comprehensive  knowledge）

をエンドレスに創造し、整備して行かなければならないのである。  

  

   ７.「守成」と「創成」の相補性の視座から人間の情報処理を考える  

     

【２５】  

■生命が環境の変化や変動を乗り越えて持続的な生存と進化を遂げるためには，「部分域」と「全体域」、

ならびに、「論理」と「蓋然」、という相補的な視座から、個と集団の自由度を進化させると共に、そ

の営みに「守成」の契機と「創成」の契機を両立させて、矛盾なく融合し、効果的・効率的な営みに

徹して行かなければならない。  

  

【２６】  

■ここで「守成」とは既存の方法による効果と効率を維持し高めることを言い、「創成」とは既存の方

法を踏まえた新規の方法によって、新たな効果と効率を創ることを言う。  

  

【２７】  

■「創成」を欠く「守成」では一時的な持続はあっても、せいぜい生存の領域が限局されたものとな

るだろう。  

  

【２８】  

■「守成」を放擲した「創成」だけでは生存の基盤を喪失するので成り立たずに消滅する。  

  

【２９】  

■「守成」と「創成」が矛盾し相食む状況は、早晩破局と滅亡をもたらすだろう。  

  

      ８.人間の脳は、意識の働きによって時間と空間の情報を統合する  
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【３０】  

■人間の脳は、意識の働きによって＜今＞＜ここ＞という時間と空間の窓をフォーカスし、＜今＞  

＜ここ＞において、時間と空間の情報を統合している。  

  

８．１   意識の働きで＜ここ＞という空間によって＜今＞という時間を  

微分する     

  

【３１】  

■私たちが歩き慣れた道を通って駅に向かっていることを思い描いて見よう。  

  

【３２】  

■その行為に関わる知識はすでに習得されていて、アルゴリズムは決まっている。  

  

【３３】  

■これは、途中で予期せぬことが起こらない限り一定の効率を維持して無難に所期の効果を挙げるこ

とができる守成のプロセスと言えるだろう。  

  

【３４】  

■この場合、私たちの意識は＜今＞という時間には介入せずに＜ここ＞という空間に向けられている。     

このとき時間の意識は特定されずに全時間に開かれている。  

  

【３５】  

■このようなプロセスを指して、「時間を空間化」していると言う。     

  

【３６】  

■これは言い換えると、意識の働きで＜ここ＞という空間によって時間を微分していることである。  

     

【３７】  

■それは主体が空間を移動するのに伴う時間の変化率を見ていることに当たる。  

     

【３８】  

■人間はこのプロセスを通じて自らの活動の効率を測っているものと考えられる。  

  

８．２   意識の働きで＜今＞という時間によって＜ここ＞という空間を  

微分する  
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【３９】  

■これに対し、現前の事実を写生するという立場の俳人が吟行の場で句作に取り組むところを思い描

いて見よう。  

  

【４０】  

■多くの場合、オブジェクトも表現も都度に創り出されるものなので、アルゴリズムは不定である。  

  

【４１】  

■これは、俳人がその時と場所の環境に適応して芸術的に意義のある俳句を効果的に生み出さなけれ

ばならない創成のプロセスと言えるだろう。  

  

【４２】  

■この場合、俳人の意識は＜ここ＞という空間には介入せずに＜今＞という時間に向けられている。     

このとき空間の意識は特定されずに全空間に開かれている。  

     

【４３】  

■このようなプロセスを指して、「空間を時間化」していると言う。  

  

【４４】  

■これは言い換えると、意識の働きで＜今＞という時間によって空間を微分していることである。  

     

【４５】  

■それは主体の時間が経過するのに伴う空間の変化率を見ていることに当たる。  

     

【４６】  

■人間はこのプロセス通じて自らの活動の効果を測っているものと考えられる。  

  

８．３   人間の脳は,＜今＞＜ここ＞という意識の窓において、効率の情報と

効果の情報を統合している  

  

【４７】  

■人間の現実の認知と思考や行動の多くは、アルゴリズムが決まっている部分とアルゴリズムが不定

の部分が互いに接合して様々な形で混在しているのがその実態である。  

     

【４８】  

■相補的な視座から人間の情報処理を考えると、一般的には、アルゴリズムが決まっている認知と思
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考や行動はその多くが空間によって時間を微分して測られる効率のフェーズから構成され、アルゴリ

ズムが不定の認知と思考や行動はその多くが時間によって空間を微分して測られる効果のフェーズ

から構成されている。  

     

【４９】  

■このようにして人間の脳は、時間の軸と空間の軸が交わる＜今＞＜ここ＞という意識の窓において、

効率の情報と効果の情報を統合している。  

  

                           ９.  「３軸認知場のモデル」を考える  

  

【５０】  

■「３軸認知場」は、「知」「情」「意」の時間と空間の情報を組織化して表象する枠組みのモデルで

ある。  

  

         ９．１「知」「情」「意」の時間と空間の情報を組織化して表象する     

                                      

【５１】  

■人間は、＜今＞＜ここ＞において発生する-−−−−–––  

（１）自然や生存環境という外部環境に存在し生起する事物や事象の事実に関する「認知の情報」、す

なわち「知」の系の情報、（２）「認知の情報」と「主体の思考や行動の情報」に関して、生体の内部

環境が現わす評価・感情という「価値の情報」、すなわち、「情」の系の情報、（３）「知」「情」「意」

の系の情報の間に発生する不均衡を発見し、主体の思考や行動を方向づけて、部分と全体を制御し、

その時々のベスト・プラクティスに近づけようとする「目的の情報」、すなわち「意」の情報、−–––  

-−−−−−を、  

Ｘ軸［認知の情報・思考や行動の情報の空間］・Ｙ軸［時間］・Ｚ軸［評価・感情の情報の空間］の３

軸から成る「３軸認知場」という時間と空間から成る自らの情報の場に、時間の情報と空間の情報を

連続的に接続して、ストーリー線として記憶し、蓄積し、過去を想起し未来を想像し予期して、＜今

＞＜ここ＞に対処していくために活用し続ける。  

     

【５２】  

■人間の＜今＞＜ここ＞における「知」「情」「意」の３系の情報は、「３軸認知場」の座標の中で互

いに同形なストーリー線を描きながら、一対一に対応して布置される。  

  

９．２   「３軸認知場」という情報の場において時間を空間化し、空間を時間

化して、情報を表象する  
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【５３】  

■時間の情報とは、空間の軸が同じ位置の＜今＞＜ここ＞において、時間的に継起して存在・生起し

た＜事物・事象＞または＜主体の思考や行動＞または＜評価・感情＞の情報の組み合わせを言う。  

  

【５４】  

■空間の情報とは、時間の軸が同じ位置の＜今＞＜ここ＞において、空間的に隣接して存在・生起し

た＜事物・事象＞または＜主体の思考や行動＞または＜評価・感情＞の情報の組み合わせを言う。  

  

９．３   「知」という事実の系は＜今＞＜ここ＞における事物・事象と、  

その時間の変化率と空間の変化率を表象する  

  

【５５】     

■「知」という事実の系は、３軸認知場に、＜今＞＜ここ＞における事物・事象を表象すると共に＜

今＞＜ここ＞における事物・事象の時間の変化率と空間の変化率を表象する。  

  

９．４   「情」という価値の系は＜今＞＜ここ＞における評価・感情と、そ

の時間の変化率と空間の変化率を表象する  

  

【５６】  

■「情」という価値の系は、３軸認知場に、＜今＞＜ここ＞における評価・感情を表象すると共に＜

今＞＜ここ＞における評価・感情の時間の変化率と空間の変化率を表象する。  

  

９．５   「意」という目的の系は＜今＞＜ここ＞における主体の思考や行動

と、その時間の変化率と空間の変化率を表象する  

  

【５７】  

■「意」という目的の系は、３軸認知場に、＜今＞＜ここ＞における主体の思考や行動を表象

すると共に＜今＞＜ここ＞における主体の思考や行動の時間の変化率と空間の変化率を表象

する。  
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９．６   意識の座として「意」という目的の系は＜今＞＜ここ＞における３

情報系の変化率を総合的にモニターして時間軸に沿う守成のストーリー

線と空間軸に沿う創成のストーリー線の継続と切り替えを決定する  

  

【５８】     

■「意」という意識の座としての目的の系は、＜今＞＜ここ＞において「知」「情」「意」の系の情報

の間に発生する不均衡を発見し、主体の思考や行動を方向づけて、部分と全体を制御し、その時々の

ベスト・プラクティスに近づけようとする機能を果たしている。  

  

【５９】     

■そのために「意」の系は、３つの情報系の＜今＞＜ここ＞における時間の変化率と空間の変化率を

総合的にモニターして、時間軸に沿う守成のストーリー線と空間軸に沿う創成のストーリー線のそれ

ぞれの継続と相互の切り替えを発意し決定して実行する。  

  

９．７   過去のストーリー線を想起して、未来のストーリー線を想像し、

予期しながら、＜今＞＜ここ＞の現前に対処する  

  

【６０】     

■人間は止めどなく変転し展開する現前から未来への生活局面の変化と変動に対処するために、先行

きのストーリーを想像し、予測しながら、過去の時間の情報と空間の情報のストーリー線から類似の

ものを取り出して再現し、＜今＞＜ここ＞の現前に対処する。  

     

【６１】  

■変化や変動が非連続なものであれば、先行きのストーリーを想像し、予測しながら、過去の異なる

局面のストーリー線を組み換えて、再構成しながら、＜今＞＜ここ＞の現前に対処しなければならな

い。  

     

【６２】  

■それでも不十分ならば、新たな学習や経験に基づいて、人間に具わるプロセスの知が、新たなスト

ーリー線を創造しながら、未来の＜今＞＜ここ＞において現実化しそうな環境の変化と変動に対処し

なければならない。  

     

【６３】  

■このようなプロセスの中で、試行錯誤を経ながら冗長な形をとって形成される、時間と空間の情報
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のシークエンスが、経験と学習の積み重ねを通じて、一方では、次第にその無駄を省かれて、起・承・

転・結を単位として括られ、他方では、小域または中域または大域のスケールで、起・承・転・結の

単位が連接されて、より広範囲の知識のシークエンスとして組織化されていく可能性がある。  

  

【６４】     

■すなわち、（１）新たな領域的な知識、（２）広域的な知識、（３）因果関係と論理命題からなる

高次の領域的な知識、にまで大域化され、抽象化されて、組織化されていく可能性がある。  

  

９．８   「情」の系の評価・感情は、チャンスの希望を増やし、リスクの

不安を減らすための指標として働く  

  

【６５】  

■（１）「情」の系の情報は，＜今＞＜ここ＞において獲得された、「知」の系の個別情報と、「意」

の系の個別情報に対して、＜今＞＜ここ＞において付与した、よい・わるい、心地がよい・心地がわ

るい、真実だ・偽りだ、きれい・きたない、嬉しい・悲しいなどの評価・感情、さらには意味や意義

と価値など、の価値のストーリー線を描いていく。  

  

【６６】  

■（２）人間の脳は,リスクの不安を減らし,チャンスの希望を増やすことを目指している。  

この点から、人間の脳の認知場における表象と発現の形態としては、ポジティブな評価・感情とネガ

ティブな評価・感情が別々に働くのではなく、両方を組み合わせた複合的な評価・感情として表象さ

れ機能しているものと考えるのが合理的であろう。  

  

【６７】  

■（３）チャンスの希望を増やす指標となるのは、ポジティブな評価・感情である。例えば（よい）

は、Ｐ１（大変よい）Ｐ２（よい）Ｐ３（少しよい）からなる。他のポジティブな評価・感情も同様

であるが、これがリターンのレベルに変換されて、Ｇ１（ハイリターン）Ｇ２（ミディアムリターン）

Ｇ３（ローリターン）と表象される。  

  

【６８】  

■（４）リスクの不安を減らす指標となるのは、ネガティブな評価・感情である。例えば（わるい）

は、Ｎ１（大変わるい）Ｎ２（わるい）Ｎ３（少しわるい）からなる。他のネガティブな評価・感情

も同様であるが、これがリスクのレベルに変換されて、Ｌ１（ハイリスク）Ｌ２（ミディアムリスク）

Ｌ３（ローリスク）と表象される。  

  

【６９】  
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■（５）ポジティブな評価・感情とネガティブな評価・感情の両方を組み合わせた複合的な評価・感

情として捉えると、Ｇ１（ハイリターン）とＬ３（ローリスク）の組み合わせが最も望ましいものと

して選択され、Ｇ３（ローリターン）とＬ１（ハイリスク）の組み合わせが最も忌避すべきものとし

て排除されることになるだろう。  

  

   １０．『ラティスの構造モデル』の論理を「３軸認知場のモデル」に適用

する  

     

【７０】     

■「（ＸorＹ）／（ＸandＹ）」の相補性からなる『ラティスの構造モデル』の論理を「３軸認知場の

モデル」に適用すると、人間の脳の情報処理の特徴のキー・ファクターを明らかにすることが可能に

なる。  

  

【７１】     

■「３軸認知場」の「知」「情」「意」の各系では、＜今＞＜ここ＞における新たな情報を過去の情

報の場にフィード・バックして、‘ラティスの構造のネットワーク’と呼ぶ、既存の情報との広域的

な情報のネットワークを組織化する。  

     

【７２】  

■‘ラティスの構造のネットワーク’は、情報科学の分野で研究が進んでいる‘スモールワールド・

ネットワーク’と同型のものではあるが、より網羅的、重層的で、計算論的である点に固有の特色が

ある。  

     

【７３】  

■そして各系では、広域的な情報のネットワークを組織化すると同時に、＜今＞＜ここ＞における新

たな情報と既存の情報との類似（共通）性と差異（領域）性を調べ上げて、未来の情報の場に、あり

得る可能性をフィード・フォワードする。  

     

【７４】  

■フィード・バックという過去を想起する機能と、フィード・フォワードという迫り来る未来の環境

の変化と変動を想像し予期する機能の両方を働かせながら、われわれ人間は、保存か変革かを判断し

て、＜今＞＜ここ＞において現実化する環境の変化と変動に対処している。  

     

【７５】  

■広域的なネットワークとプロセスの知がもたらす、ストーリー線の再現や再構成と創造を通じて、

未来に向け生存のストーリーを刻み続けているのである。  
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      １０．１   フィード・バックの組織化パターンを明らかにする  

  

【７６】  

■（１）新しい＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ］が、以前の＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ－ｘ|ｘ＞＝１］

と結びつく。  

  

【７７】  

■（２）以前の＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ－ｘ|ｘ＞＝１］が、その一つ前の＜今＞＜ここ＞の［情報  

ｎ－ｘ－１|ｘ＞＝１］と結びつく。  

  

【７８】  

■（３）そして、その＜今＞＜ここ＞の［情報ｎ－ｘ－１|ｘ＞＝１］が、更にもう一つ前の＜今＞＜

ここ＞の［情報  ｎ－ｘ－２|ｘ＞＝１］と結びついた時に、  

新しい＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ］が、以前の＜今＞＜ここ＞の、その一つ前の＜今＞＜ここ＞の［情

報  ｎ－ｘ－１|ｘ＞＝１］と斜向的に結びつくことになる。  

  

【７９】  

■（４）上の（１）～（３）のプロセスを繰り返して、新しい＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ］、以前の

＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ－ｘ|ｘ＞＝１］、以前の＜今＞＜ここ＞の、その一つ前の＜今＞＜ここ＞

の［情報  ｎ－ｘ－１|ｘ＞＝１］の３つの部分域から成る広域的なノードのリンクが、新しい＜今＞＜

ここ＞に近接して広がる小域的なリンクから、中域的なリンクへ広がり、さらに，＜今＞＜ここ＞か

ら離隔して広がる大域的なリンクへと展開して行く。  

  

   １０．２   フィード・フォワードの組織化パターンを明らかにする  

  

【８０】  

■（１）以前の＜今＞＜ここ＞のその一つ前の＜今＞＜ここ＞［情報ｎ－ｘ－１|ｘ＞＝１］が、以前

の＜今＞＜ここ＞の［情報ｎ－ｘ|ｘ＞＝１］と結びつく。  

  

【８１】  

■（２）以前の＜今＞＜ここ＞の［情報ｎ－ｘ|ｘ＞＝１］から、その情報が、新しい＜今＞＜ここ＞

の［情報  ｎ］を経由して、次の未来の＜今＞＜ここ＞の［情報ｎ＋１］に斜向的に投射される。  

        

１０．３   ‘ラティスの構造のネットワーク’  は重層的な入れ子の構造

を形づくる  
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【８２】     

■「３軸認知場」の時間と空間の情報の場において、  

次々に生じる（１）新しい＜今＞＜ここ＞の情報［情報  ｎ］と、（２）以前の＜今＞＜ここ＞の情

報［情報  ｎ－ｘ］、そして（３）以前の＜今＞＜ここ＞の、その一つ前の＜今＞＜ここ＞の［情報  ｎ

－ｘ－１］の３つの部分域から成る広域的な情報のネットワークが、新しい＜今＞＜ここ＞の情報［情

報  ｎ＋ｘ｜ｘ＞＝０］の層ごとに、小域的なリンクから、中域的なリンクへ広がり、さらに，大域

的なリンクへと広がりを展開して行く。  

     

【８３】  

■そして新しい＜今＞＜ここ＞の情報［情報  ｎ＋ｘ｜ｘ＞＝０］の層ごとに、過去の情報を再編成

する形で、新しいネットワークを形成する。  

     

【８４】  

■かくして、新しい＜今＞＜ここ＞の情報［情報  ｎ＋ｘ｜ｘ＞＝０］の層の新しいネットワークが、

現在から未来に向けて，重層的に積み重ねられ、入れ子構造の重層的なネットワークが形づくられる。  

     

【８５】  

■すなわち、＜今＞＜ここ＞の情報［情報  ｎ］のネットワークが、未来の＜今＞＜ここ＞の情報［情

報  ｎ＋１］のネットワークに下部に包摂され、［情報  ｎ＋１］のネットワークが、次の未来の＜今

＞＜ここ＞の情報［情報  ｎ＋２］のネットワークの下部に包摂されて行く。  

     

【８６】  

■この場合に、［情報  ｎ］のネットワークの記憶の構造は、［情報  ｎ＋１］のネットワークの下部

構造として、［情報  ｎ＋１］の記憶の構造は、［情報  ｎ＋２］の下部構造として、それぞれが未来

に向けて保全される。  

     

【８７】  

■しかし、［情報  ｎ＋１］のネットワークの平面では、［情報  ｎ］のネットワークにおける情報の

間に成立していた類似（共通）性と差異（領域）性の関係に修正を加えて、再編成することが可能に

なる。  

［情報  ｎ＋２］のネットワークの平面における［情報  ｎ＋１］のネットワークにおける類似（共通）

性と差異（領域）性の関係ついても同様である。  

     

【８８】  

■人間の記憶における情報の保持と情報の更新の両方を可能にしている、この重層的な入れ子構造の  

ネットワークは、人間の情報処理のための基盤を維持し、進展させて、その営みの変化と変動への適

応と進化を支えているのである。  
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１０．４   ＜今＞＜ここ＞における‘ラティスの構造のネットワーク’は

‘プロセスの知’としての主体の意識の形成に与っている     

  

【８９】     

■新しい＜今＞＜ここ＞において、「知」「情」「意」の３系で形成される、‘ラティスの構造のネット

ワーク’は、新しい＜今＞＜ここ＞における‘プロセスの知’としての主体の意識の形成に与って枢

要な役割を担っているものと考えられる。     

  

                     １１.『ラティスの構造モデル』の論理を考える     

  

【９０】  

■『ラティスの構造モデル』は、脳を含む自然や社会の系の「（XorY）／（XandY）」の相補性から

成る相互作用一般を四本の計算式で表現する構成的な動態モデルである。  

  

                     １１．１   二つの部分域を   Ｐ₂   ，Ｐ   ₁   とする  

  

【９１】  

■自然や社会の系において、相互に作用する二つの部分域をＰ₂  ，Ｐ₁  とし、それぞれが保持するエ

ネルギーの準位の相対的な比率を   ℓＰ₂，ℓＰ₁として、ℓＰ₂＝１，1＞ℓＰ₁＞０，とする。  

  

【９２】  

■ℓＰ₁  は、有理数または無理数の値を取るものとする。  

  

１１．２   「引き合い」（ＸandＹ）と「斥け合い」（ＸorＹ）を波形の  

相互作用だと仮定する     

  

【９３】     

■エネルギーと情報を担う二つの部分域、Ｐ₂とＰ₁の間の相互作用の実体は、Ｐ₂の波形とＰ₁の波形が

「引き合い」と「斥け合い」をするプロセスであると仮定する。  

  

【９４】  

■「引き合い」では、Ｐ₂とＰ₁の波形と情報の類似（共通）性が現われ、「斥け合い」では、両方の波

形と情報の差異（領域）性が現われる。  
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１１．３   自然や社会の系の恒常的な循環の動態を四本の式で表わすことが

できる  

  

【９５】  

■（１）自然や社会の系が、臨界点におけるエネルギーの均衡から逸脱し均衡へ回帰する恒常的な循環

の動態を、次の四本の式で表現することができる。  

①   ℓＰ₂／ℓＰ₁＞（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂   ・・[式１]  

②   ℓＰ₂／ℓＰ₁＜（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂   ・・[式２]  

③   ℓＰ₂／ℓＰ₁＝（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂   ・・[式３]  

④   (ＦＬ＋ＣＬ)2＝ＦＬ         ・・・・・・・   [式４]     

     

【９６】  

■ここでＦＬは、系の臨界点のエネルギー準位を意味する。ここでエネルギー準位とは、位置エネルギ

ーと運動エネルギーを合わせた全エネルギーの準位をいう。  

     

【９７】  

■またＣＬは相互作用のために、Ｐ₂   から   Ｐ₁   へ移動するエネルギ－の準位いう。  

ＣＬ＝√｛(√５－１)／２｝－（√５－１）／２≒0.168117389   となる。  

  

【９８】  

■（２）二つの計算項   ℓＰ₂／ℓＰ₁   ，（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂   は、     

ℓＰ₂とℓＰ₁の格差が大きくなると、前者の計算項の値が大きくなり、後者の項の値が小さくなる。  

ℓＰ₂とℓＰ₁の格差が小さくなると、前者の計算項の値が小さくなり、後者の項の値が大きくなる。  

  

【９９】  

■このように二つの計算項   ℓＰ₂／ℓＰ₁   ,（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂  は、互いに真逆の相補的な動き

を示すことがわかる。  

  

【１００】  

■『ラティスの構造モデル』では、系は、真逆の相補性に従って、次の（３）と（４）の間を変遷し、

カオスの発生を活かしながら、全域的に波形と情報の同型性と異型性を走査する。  

  

【１０１】  

■（３）ℓＰ₂／ℓＰ₁を「引き合う力」を表象するものと見立てるならば、（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂  

は「斥け合う力」を表象するものと見立てることができる。  
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【１０２】  

■これは[式１]  [式２]において、ℓＰ₁が、ℓＰ₁＜（√５－１）／２≒0.61803398  の値域で有

理数の値を取り、ℓＰ₁＞（√５－１）／２≒0.61803398  の値域で無理数の値を取るときに実現

する。  

  

【１０３】  

■この場合、「引き合い」では、互いの波長が比較的に離隔する二つの波形同士が波形と情報の類似

（共通）性を探索し合い、「斥け合い」では、互いの波長が比較的に近接する二つの波形同士が波形

と情報の差異（領域）性を探索し合う作用をする。  

  

【１０４】  

■結果として[式１]では「引き合う力」が勝ることになる。  

反対に[式２]では「斥け合う力」が勝ることになる。  

  

【１０５】  

■（４）ℓＰ₂／ℓＰ₁を「斥け合う力」を表象するものと見立てるならば、（ℓＰ₂＋ℓＰ₁）／ℓＰ₂  

は「引き合う力」を表象するものと見立てることができる。  

  

【１０６】  

■これは[式１]  [式２]において，ℓＰ₁がℓＰ₁＞（√５－１）／２≒0.61803398  の値域で有理

数の値を取り、ℓＰ₁＜（√５－１）／２≒0.61803398  の値域で無理数の値を取るときに実現す

る。  

  

【１０７】  

■この場合、「引き合い」では、互いの波長が比較的に近接する二つの波形同士が波形と情報の類似

（共通）性を探索し合い、「斥け合い」では、互いの波長が比較的に離隔する二つの波形同士が波形

と情報の差異（領域）性を探索し合う作用をする。  

  

【１０８】  

■結果として[式１]では「斥け合う力」が勝ることになる。  

反対に[式２]では「引き合う力」が勝ることになる。  

  

【１０９】  

■（５）[式３]  の解は，ℓＰ₁＝（√５－１）／２≒0.61803398  となる。  

  

【１１０】  
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■それは、この値で、左辺の項が示す作用の力と、右辺の項が示す作用の力が均衡していることを示

すところの、臨界点（ＦＬ）のエネルギー準位を意味している。     

  

【１１１】  

■そして１０．１で示されたネットワークのフラクタル性は[式３]による臨界性を表わしている。  

  

【１１２】  

■（６）[式１]の作用が、[式３]の臨界性からの逸脱である場合には、[式２]の作用は、[式３]への

回帰となる。  

また、[式２]の作用が、[式３]からの逸脱である場合には、[式１]の作用は、[式３]の臨界性への回

帰となる。  

  

【１１３】  

■臨界性からの逸脱は自然や社会の系が持つ自由度を増大させる方向性を表わし、臨界性への回帰は安

定度を増大させる方向性を表わしている。  

  

１２．「プロセスの知が臨界的な知識と行動を組織化するモデル」を  

考える  

  

【１１４】  

■（１）地球環境問題、資源・エネルギーの枯渇、災害や事故の巨大化、貧富の差の拡大、難病の発

生、内外の対立と争いの激化など、２１世紀に生きるわれわれが直面する地球規模の難題群に主体的

かつ能動的に対処するためには、人間の営みのパラダイムを自然の系とよりよく適合するものに転換

して行かなければならない。                                                        

  

【１１５】  

■（２）自然の系と適合するための条件は、人間の認知と思考や行動に、部分／全体、深さ／拡がり、

斥け合う／引き合う、競争／協調、という一見矛盾し二項対立する相補的(complementary)なベクト

ルの間に融合という臨界性（criticality）を実現していくことであろう。                                                                                   

  

【１１６】  

■（３）この条件が満たされなければ、人間が自然の系の動的かつ循環的な性質を理解することはで

きないばかりではなく、変化し変動する自然や生存環境の中にあって、永続的な進化と生存を続ける

ことはできないことになるかも知れないものと考えられる。                                                           

  

【１１７】  
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■（４）ところで、われわれ人間には、変化し変動する自然や生存環境の中で、過去を想起し、未来

を想像し予期して、＜今＞＜ここ＞に対処するという、生存と進化の営みを達成するために、「⇒   起

＝生成（start）⇒   承＝継続(continue)⇒   転＝変化(change)  ⇒   結＝収束(finish)   ⇒」という

シークエンスをとる、主体の意識としての「プロセスの知」の働きが具わっている。  

  

【１１８】  

■（５）そこで、この「プロセスの知」を活性化させることによって、「論理」と「蓋然」という相

補的なベクトルの間の臨界点で、新たな知識と行動を、自然や生存環境の淘汰圧に中立的で自己完結

的な姿に、まとめ上げて、新たなストーリーを見出し、それを実行に移して、検証し、知識と行動を

絶えずサステナブルに発展させて行くための多元的・多面的で包括的なモデルを考えてみよう。  

     

【１１９】  

■以下に示すのは、「プロセスの知が臨界的な知識と行動を組織化するモデル」である。  

  

１２．１   起＝生成  ：  アクションを重ねて、多元的・多面的かつ包括的

な知識と行動を形成し、前なる   [結＝収束]を想起し、次なる   [承＝継続]

を想像し予期して、テーマを発意し方向づける  

  

【１２０】     

■「アクションを重ねる」の情報処理フレームは、３項から成り立つ。  

  

１２．１．１   [重負担からの脱却と生存の効率化を図る]   の情報処理フ

レームは相補的な２項から成り立つ  

  

【１２１】  

■①「深化し分析するフレーム」：生存のための資源・エネルギー・情報の利用効率の向上を図る  

  

【１２２】  

■②「拡張し構成するフレーム」：資源・エネルギー・情報の活用効果を高めて生存を脅かし

ている重苦や重負担からの脱却を図る  

  

１２．１．２   [トータルなコントロールを働きかけ受け入れる]   の情報
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処理フレームは相補的な２項から成り立つ  

  

【１２３】  

■①「深化し分析するフレーム」：他の機能・事業・知見からトータルなコントロールを自ら

に受け入れる  

  

【１２４】  

■②「拡張し構成するフレーム」：自らの機能・事業・知見からトータルなコントロールを他に働き

かける  

  

１２．１．３   [理解と働きかけのコンセプトを構築し、実行・検証して

更新する]   の情報処理フレームは相補的な２項から成り立つ  

  

【１２５】  

■①「深化し分析するフレーム」：現に生存する時間・空間領域での適応コンセプトを構築し、実行・

検証して更新する  

  

【１２６】  

■②「拡張し構成するフレーム」：より大きな時間・空間領域での適応コンセプトを構築し、実行・

検証して更新する  

  

１２．２   承＝継続  ：  経験と学習を重ねて、多元的・多面的かつ包括的

な知識と行動を形成し、前なる[起＝生成]を想起し、次なる   [転＝変化]

を想像し予期して、テーマを深化し拡張する  

  

【１２７】     

■「経験と学習を重ねる」の情報処理フレームは、３項から成り立つ。  

  

１２．２．１   [事業分野の拡大と深化を図る]   の情報処理フレームは、

相補的な２項から成り立つ  
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【１２８】  

■①「深化し分析するフレーム」：事業分野の深さを追求する  

  

【１２９】  

■②「拡張し構成するフレーム」：事業分野の拡がりを追求する  

  

１２．２．２   [機能分野の拡大と深化を図る]   の情報処理フレームは、

相補的な２項から成り立つ  

  

【１３０】  

■①「深化し分析するフレーム」：機能分野の深さを追求する  

  

【１３１】  

■②「拡張し構成するフレーム」：機能分野の拡がりを追求する  

  

１２．２．３   [知見分野の拡大と深化を図る]   の情報処理フレームは，

相補的な２項から成り立つ  

  

【１３２】  

■①「深化し分析するフレーム」：知見分野の深さを追求する  

  

【１３３】  

■②「拡張し構成するフレーム」：知見分野の拡がりを追求する  

  

１２．３   転＝変化  ：部分と全体の整合化へ擦り合わせを重ね、多元的・

多面的かつ包括的な知識と行動を形成し、前なる[承＝継続]を想起し、次

なる   [結＝収束]を想像し予期して、テーマに有意な多次元の広域的な知

識・行動と高次元の領域的な知識・行動を構成する  

  

【１３４】     

■「整合化へ擦り合わせを重ねる」の情報処理フレームは、３項から成り立つ。  
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１２．３．１   [人為を自然のル－ルに適合させる]   の情報処理フレーム

は相補的な２項から成り立つ  

  

【１３５】  

■①「深化し分析するフレーム」：人為の自然のルールへの不適合度を下げる  

  

【１３６】  

■②「拡張し構成するフレーム」：人為の自然のルールへの適合度を上げる  

  

１２．３．２   [多能なイニシアティブ（initiative）と英明なコーディネ

ーション（coordination）を確保する]   の情報処理フレームは相補的な

２項から成り立つ  

  

【１３７】  

■①「深化し分析するフレーム」：注意の制約を前提に個人やリーダーの能力の限界を補完する  

  

【１３８】  

■②「拡張し構成するフレーム」：多能化をめざして個人やリーダーが自己の能力の限界を打破する  

  

１２．３．３   [時間・空間領域の部分と全体の間に矛盾のない最適化を

実現する]   の情報処理フレームは相補的な２項から成り立つ  

  

【１３９】  

■①「深化し分析するフレーム」：短期・小域と中期・中域の間に矛盾のない理解と働きかけを実現

する  

  

【１４０】  

■②「拡張し構成するフレーム」：中期・中域と長期・大域の間に矛盾のない理解と働きかけを実現

する  
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１２．４   結＝収束  ：  能力開発と人材育成を重ねて、多元的・多面的か

つ包括的な知識と行動を形成し、前なる[転＝変化]を想起し、次なる[起＝

生成]を想像し予期して、テーマに有意な知識と行動の見直しと改善を図

る  

  

【１４１】  

■「能力開発と人材育成を重ねる」  の情報処理フレームは、３項から成り立つ。  

  

１２．４．１   [組織責任者ならびに独創専門家としての能力を開発し人

材を育成する]   の情報処理フレームは、相補的な２項から成り立つ  

  

【１４２】  

■①「深化し分析するフレーム」：組織の運営責任者としての能力を開発し人材を育成する  

  

【１４３】  

■②「拡張し構成するフレーム」：独創のできる専門家としての能力を開発し人材を育成する  

  

１２．４．２   [研究開発型人材ならびに導入活用型人材としての能力を

開発し育成を図る]   の情報処理フレームは、相補的な２項から成り立つ  

  

  

【１４４】  

■①「深化し分析するフレーム」：導入活用型の人材としての能力を開発し人の育成を図る  

  

【１４５】  

■②「拡張し構成するフレーム」：研究開発型の人材としての能力を開発し人の育成を図る  

  

１２．４．３   [職種転換重視ならびに一貫経験重視の能力開発や育成を

図る]   の情報処理フレームは、相補的な２項から成り立つ  
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【１４６】  

■①「深化し分析するフレーム」：同職種での一貫経験を重視して能力を開発し人材を育成する  

  

【１４７】  

■②「拡張し構成するフレーム」：異職種への職務転換を重視して能力を開発し人材を育成する  

  

  

                                                                                                         以         上  

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

  

  

■下に掲げる図において、縦の方向は、時間軸（Y 軸）を表わし、横の方向は、空間軸（X

軸またはZ軸）を表わすものとする。  

  

  



 38 

	
 

  

  

  



 39 

  


